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 近野⼩学校では、7⽉7⽇(⾦)に、近野獅⼦舞

団から３名の団員さんを招き、近野⼩の伝統と

なっている県⽂化財「野中の獅⼦舞」の練習が

⾏われました。【世界遺産学習全国サミットin

たなべ】での発表に向けて1学期から継続的に

取り組んできており、この⽇は、団員の⽅から

練習の進み具合の確認とアドバイスがありまし

た。練習を⾒た団員の森さんからは、「笛の切

れ⽬が分かってきている」「ゆっくりふけばで

きる」などが伝えられました。全校児童１９名

⼀⼈ひとりに役割があり、⼀⽣懸命練習してい

る様⼦を拝⾒し、当⽇までの仕上がりがとても

楽しみだと感じる1⽇となりました。

 森さんからアドバイスを

もらって良くなったと思

う。1学期に練習をしてい

て出来るところが増えた。

        （児童）

 朝の会や⾳楽の時間など

で継続的に練習していた成

果が出てきていると感じ

る。2学期も頑張っていき

たい。 （５,６年担任）

 当センターの職員が、7⽉7⽇(⾦)に近野⼩学校で世

界遺産学習を⾏いました。世界遺産の考え⽅になった

出来事や、登録されている資産について話しました。

当⽇は、「紀伊⼭地の霊場と参詣道」が世界遺産に登

録された⽇ということもあり、⼦どもたちの印象にも

残っていてくれればとひそかに期待していました。住

んでいる地域に誇れる場所があることをこれからもた

くさんの⼦供たちに知ってもらえるように伝えていき

たいと思います。
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 全体での活動を⾒て練習の成果が出てきている。

サミットに向けては、⼦どもたちのがんばりに期待した

い。昨年とは違い、発表する場が⾊々できたらうれしい

し、ただ練習するだけで終わりじゃなくて⽬標を持って

取り組めたらいいなと思う、と話されており19⼈の⼦

供⼀⼈ひとりに⽬を向けられていたのがとても印象的で

した。
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